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基本計画概要版 

 
（１）業務の⽬的 

本事業では、各務原市⺠公園に関わる多様な主体が、それぞれにリニューアルの意義について
共感し、供⽤後にも積極的な関わりが持てるようなリニューアル整備基本計画を策定すること
を⽬的とする。 

 
 
（２）リニューアルの基本⽅針 

①基本コンセプト 
リニューアルの計画を進める上で、公園そのものが魅⼒的になることはもちろん、周りのまち
づくりもイメージしながら考える必要がある。幅広い世代の⽅が関わり、新たな市⺠公園をつ
くりあげることで、個性と活⼒のあるまちがつくられていくと考えられる。 
市と市⺠がパートナーとなり、公園という場を通じて、⼈と⼈がつながり、次の世代へ魅⼒的
な⾵景を引き継いでいけるような「こどもに⾒せたい⾵景がある公園」を⽬指す。 
 
 
 
 
 
②基本⽅針 
リニューアルする上で考慮すべきことと基本コンセプトを踏まえ、「つなぐ」をキーワードに
基本⽅針を以下のように整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こどもに⾒せたい⾵景のある公園 〜公園でまちと⼈がつながる〜 

1. 歴史・時間をつなぐ 

① 広場と公園という⾻格を活かした空間構成とする 

② クニハガーデンや保存樹⽊などを活かしたリニューアル計画とする 

③ ⽂化施設と公園の⼀体的利⽤を想定した計画とする 

④ 現在進⾏系として、利⽤者とともに公園をアップデートできるしくみをつ

くる 

2. ⾵景をつなぐ 
⑤ 学びの森を含めたエリア⼀体でのオープンスペースを活⽤し周辺エリアの

価値向上を図る。 

⑥ 多様な利⽤を許容し、単独の活動で完結しないストーリー性のある利⽤を

促す計画とする 
⑦ 視線が通い合う連続した⾵景を計画する 
⑧ 互いの存在を認識することによる居⼼地の良さ（距離感）の計画する 

3. ⼈（アクティビティ）をつなぐ 
⑨ 公園に多様な活動を受け⼊れるためのしくみをつくる（＝PRM） 
⑩ 多様な活動を受け⼊れる有機的な形状をもつ広場計画とする 



 

  

③ゾーニングの考え⽅ 
現在の市⺠公園のゾーニングは、芝⽣広場を中⼼に 4 つの街⾓が配置されているが、幾何学的
図式が強く中⼼を持つため、それぞれの場所が単独で完結してしまっている。公共空間での過
ごし⽅や活動が多様化する中で、芝⽣広場とそれぞれのアクティビティの接点を出来るだけ⻑
くとり、互いに関係をつくりやすくすることが⾵景をつなぐために重要である。ここでは中央
の芝⽣広場を枝葉のある有機的な形状をもった空間とすることで、芝⽣広場と囲み取られた空
間（＝ピット）との多様な関係をつくることとする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
枝葉部分である空間（＝ポケット）は隣接するピットとの相互作⽤により、それぞれが個性を
もつ。公園全体としては個性が集合した多様な広場としての性格をもつこととなる。 

 
 

 
 芝⽣広場と街⾓は、現状では⽊々により視線が遮られていることや、接続する動線が限られて

いることで、相互の関係が分断されており多様な活動を誘発しづらい状態となっている。リニ
ューアル案では、今までにはなかったポケットによって⼩さな活動の拠り所を計画する。これ
により、PRM等で提案された多様な活動の受け⽫となることが想定される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 芝⽣広場を中⼼とした⾻格を残した新しいゾーニング   

 有機的な形状をもった芝⽣広場が新しい⾵景をつくる  

画⼀的な空間 → ⼀体感のある多様な空間 
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（５）ハード整備 
リニューアルする上で考慮することと、リニューアルの基本⽅針を踏まえ、芝⽣広場と有機的
な関係を持つ８つのゾーンを設定した。８つのゾーンには歴史的背景や⽴地条件、市⺠ニーズ
などにより、それぞれに異なる機能が与えられた。各ゾーンは個別に完結するのではなく、公
園全体として多様性を持つべく、ポケットを内包した有機的な広場と園路によって、ゆるやか
につながり、多様な⼈々と活動を受け⼊れる場所とする。 
 
８つのゾーンの利活⽤の考え⽅ 

ゾーンと 
機能 

ゾーンの性格 利活⽤の考え⽅ 

① 

ゾーン A 

 
メタセコイア

の 
リビング 

メタセコイアがまとま
って植⽣され、⾃然と都
市空間が織りなす景観
が印象的なゾーンであ
り、まちなかでゆっくり
⾃然を楽しめるアーバ
ンキャンプ、アウトドア
キッチンなどの利⽤が
想定される 

【具体的な整備イメージ】 
・簡易なキャンプグッズやハンモック等を使って、⽊陰でのデイキ
ャンプ 
・⼤きな⽊の下を散策するボードウォーク 
・⽇常的にキッチンカー等の移動販売⾞が寄付き、営業に必要な電
気や給排⽔等のインフラ供給ができるスペース 
【検討課題】 
・トイレのリニューアルに合わせた⽔場のあり⽅について（⽔を使
ったワークショップ、⼿軽に屋外で⾷事を楽しめるアウトドアキ
ッチン等） 

② 

ゾーン B 

 
まもり育てる 

ガーデン 

クニハガーデンや岐⾩
⼤学時代からの樹⽊が
多く残っていることが
特徴的なゾーンであり、
歴史ある緑をまもると
いう役割を残しつつ、新
たに「育てる」という役
割が求められる 

【具体的な整備イメージ】 
・植物を育てることを通じて「つながり」が⽣まれる場でありコミ
ュニティガーデンとしてリニューアルする 
・花壇を愛でたり、作業の休憩に使い勝⼿の良いベンチ等くつろぎ
のスペース 
・植物を育てるための誰もが使い易い⽔場やストレージ 
【検討課題】 
・ガーデンの維持管理、その担い⼿の育成 

③ 

ゾーン C 

 
ウェルネス 

コート 

旧国道 21 号に⾯した
市⺠公園の顔として認
知 さ れ る ゾ ー ン で あ
り、健康をテーマとし
た「ウェルネスコート」
とする 
 
公園を利⽤したランニ
ング等スポーツ利⽤者
の拠点とも位置付けら
れる 

【具体的な整備イメージ】 
・様々なスポーツに対応できる床仕上げと、休憩や観覧のための
ベンチや⽔飲み場を整備する(ピット部) 
・広場と連続したヨガや太極拳など軽スポーツのための芝⽣空間
(ポケット部) 
・遊具ゾーンにある健康器具の移設・新設 
【検討課題】 
・卓球やスポーツコートなどの具体的な軽スポーツのニーズ調査
と、設置すべきストリートファニチャー等の整理及び、使い⽅を含
めたルールのアップデート 
・公園で使⽤する備品の貸出や、飲み物等の売店、シャワーおよび
更⾐室の設置など、環境向上のための施設の設置を検討(PFI 制度
等を含めた管理運営についても検討) 



 

  

④ 

ゾーン D 

 
表現の 

ステージ 

旧国道 21 号と新境川と
の交差点に⾯し、那加商
店街との接点となるゾ
ーン 
円形舞台を踏襲し、「表
現のステージ」として位
置付ける 

【具体的な整備イメージ】 
・園路や広場から雰囲気を感じ取れる既存の噴⽔広場を活かした
ステージと客席の整備 
【検討課題】 
・市⺠の表現の場として、今後も PRMを活⽤し、使い⽅など意⾒
を聞きながら市⺠とともに作り上げる 
・コストバランスに配慮したステージの仕様の検討（屋根、客席、
⾳響等） 

⑤ 

ゾーン E 

 
桜 

ストリート 

新境川に⾯し、市⺠が親
しんできた百⼗郎桜と
⼀体となった桜並⽊を
活かしつつ、留まれる場
として更新する 

【具体的な整備イメージ】 
・歩道の幅を広げ、ちいさなたまり場やベンチを配置し、対岸の桜
並⽊と呼応する場とする 
・ストリートはポケットと⼀体で整備、まちと公園のつながりを緩
やかにし、園路へ誘導する 
【検討課題】 
・⽼朽化した桜の撤去および植替え 

⑥ 

ゾーン F 

 
プレイ 
コート 

⼦育て世代の利⽤率、ニ
ーズ共に⾮常に⾼く、環
境の向上をもっとも期
待されている 
⽔路や園路、健康器具に
よって広場と分断され
ていた遊びの街⾓が、広
場とつながりを持つ拡
張された場となる 

【具体的な整備イメージ】 
・⼤地と空、⾃然にダイブするような、こどもたちの⾝体をダイナ
ミックに使って遊べる遊具の設置や空間の創出 
・⼤⼩の起伏による地形のような遊具など、遊び⽅・対象年齢を限
定せず、こどもが考えて遊べ、景観上も融合するデザインの遊具 
・異年齢のこどもが安⼼して遊べるゾーニング 
・程よい⽇陰をつくり、保護者の⾒守り空間を確保 

⑦ 

ゾーン G 

 
集いの縁側 

屋内および縁側から広
場を望むことが出来る
茶室は、⾬天かまわず利
⽤ができ、集会等に活⽤
しやすい 

【具体的な整備イメージ】 
園路および広場空間から引きをとり、建物が持つ⾵格を維持し、景
観としてもなじませ、独⾃の利⽤を可能する 
【検討課題】 
・茶室として設置された背景があり、多様な活⽤については運営⽅
法の⾒直しが必要となる 

 

 

 

 

⑧ 

ゾーン H 

 

ブック 
＆ 
パーク 

新たな市⺠公園の顔と
して、公園と図書館が交
わり、憩う親⽔縁側空間 
半屋外のブックテラス
整備と共に、多様な場
と、いろんなきっかけを
もつ⽂化活動の拠点と
して市⺠公園をアップ
デートする 

【具体的な整備イメージ】 
・既存噴⽔を活かしたキャノピーをもつ新たな居場所 
・図書館と公園を造形的につなぎ、なじませるデザインの園路やブ
ックテラスおよびキャノピー 
・公園と図書を結ぶ半屋外のブックテラス空間 
【検討課題】 
・南側の円形の外壁・サッシをリノベーション 
・テラスを中⼼とした運営は公園と図書館が連携して⾏うことが
求められる 



 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

モニュメント(既設)

モニュメント(既設)

園名台(既設)

モニュメント(既設)

時計台(既設)

案内板(既設)

制御盤

時計台(既設)

掲揚柱

モニュメント(既設)

パーゴラ(既設)

コブシ(花が咲く)

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜
桜

客席階段：
(基壇)コンクリート
(仕上)タイル

植栽枡

園路沿いベンチ：
(基壇)コンクリート
(仕上)ウッドデッキ

遊具C×2

遊具E×4

遊具D

砂場
遊具B

眺め山
(盛土マウント)

遊具A

噴水ベンチ
(外周タイル部補修)エノキのテラス

(木影縁台)

ブックテラス

卓球台等の
ストリートファーニチャー
※ニーズに合わせて要検討

(既設・新設健康器具)

トイレ＋水場

電気室
(既設)

管理施設
(管理人室・更衣室・売店等)
※設置の要否・位置は要検討

植栽枡ベンチ
(プレイコート側の擁壁は既設利用・外側は新設)

ポンプ室(既設)

エノキ

エノキ
エノキ

エノキ

クロマツ

クロマツ クロマツ クロマツ

クロマツ

クロマツ

クロマツ

クロマツ

キンモクセイ

キンモクセイ

メタセコイアのリビングテラス
(木影縁台)

つながりのキャノピー

噴水(既設)

収束・背あり

収束拡散・背なし

木立の中の健康増進スペース

収束・背あり

収束拡散
背あり

収束拡散・背あり

キンモクセイの木かげ
(こどもの遊び場にもなる)

シンボルツリー

車両寄り付きスペース
クロマツコーナー

拡散・寝ベンチ

収束・背あり

デッキ

じゃぶじゃぶ池

トイレ(新設)

寝ころび山
(盛土マウント)

シンボルツリー

桜の小ステージ(木影縁台)

収束拡散・背なし
収束拡散・背なし

3000

最小幅員

(桜の小広場ピット)

桜の植え込みベンチ

庇

キャノピー

ステージ

駐輪場

駐輪場

600
0

最大
幅員

低い植え込みベンチ

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイアメタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

様々なスポーツに
対応できる床仕上

【つながりのキャノピー】
■ 公園の新たな顔としてのキャノピーを設置。
→ 来園者を園路・芝生広場・図書館へ誘導する。
→ キャノピー下のベンチでは、噴水を見ながら
　 日陰で休憩できる。

【大型バス駐車場】
■ 大型バス3台が駐車できるスペースを整備。
　 (既設の駐車スペースの部分改修)
→ 観光バス等の駐車を可能にする。

P I T

P O C K E T

P O C K E T

P I T

【車両寄り付きスペース】
■ 道路から直接車両が寄付ける場所を整備。
→ キッチンカー等の乗入れが可能になる。

P I T
■ メタセコイアの木影縁台と木々をつなぐ小道
　 を整備。
→ メタセコイアの木立の中で自然を楽しみながら
　くつろぎ、ピクニック等ができる。

P O C K E T
■ 広い縁台の共用水場を設置。
→ そこでは屋外の食事等での活用や(ゾーンA)、
　 花壇の水やり等での活用(ゾーンB)ができる。

※園路形状設定の背景
①歴史あるゾーンBの既存樹木を最大限活かす線形
②ゾーンAとBを分離をしつつ交わるきっかけを創出する線形
③商店等がある東側歩道からの動線を考慮した線形

P O C K E T
■ 既設の噴水の外周部にベンチを設置。
→ 噴水の周りでくつろげる。

P I T
■ クニハガーデンを始め歴史あるゾーンBは既
 　設樹木・工作物を最大限残す。

【園路と花壇の関係性】
■ 新設園路を通過の場・既設園路を滞在する場
　 と設定し、それぞれが異なる役割を担うよう
　 にする。
→ 新設園路からは木々をぬって花壇が見られる。
　 中に入ればベンチに座ってゆっくり花壇を眺
　 めることができる。

P O C K E T
■ 木立のなかに健康器具等を分散配置。
→ 自然の中でくつろいで軽運動ができる。

■ 管理施設を設け、公園で使用する備品の貸出や飲み
 　物等の売店、使用者の更衣室の設置の要否・位置を
　 検討。→ 利便性の向上を目指す。

P I T

【ラインベンチ】
■軽運動のスペースと園路の間に収束・拡散
　タイプのラインベンチを設置。
→内側では運動を観覧することができ、外側
　では芝生広場を眺められる。
→ 園路を通行する人の安全を確保できる。

P I T
■ 既設のすり鉢形状を活かしたステージを
　 整備。
→ 文化活動に利用でき、芝生広場へと音や
　 賑わいを魅せる。

P O C K E T
■ 広い木影縁台を設置(桜のステージ)。
→ 小さなステージとしての利用やお花見が
 　できるテラスとして利用ができる。

■ 幅員を最低3m、場所により6mを確保。
→ 車両で園路上を移動できる。
→ 場所ごとにキッチンカー等の移動販売
 　の寄り付きができる。

【ラインベンチ】
■収束・拡散タイプのラインベンチを設
置。ピットの内側のこどもを見守り、芝
生広場側(キンモクセイの木の辺りで遊ぶ
こども)の様子を眺められるように

【桜の植え込みベンチ】
■ 百十郎桜と一体となった桜並木を継承・
　 再整備。歩道の幅を広げ、植え込みベン
 　チを設置。
→ 歩行者に寄り添った桜ストリートとして
　 アップデート。

■ こどもたちの身体をダイナミックに使っ
　 て遊べる遊具を設置。大小の起伏による
　 地形のような遊具等を設置。
→ エリアとして、遊び方・対象年齢を限定
　 せず、こどもが考えて遊べ、景観上も融
　 合するデザイン。

P O C K E T
■ 緩勾配の築山を整備。
→こどもの遊びを誘発する。

【ラインベンチ】
■ 高低差を活かした大きな
 　ラインベンチを設置。
→ こどもを見守ることができ
 　世代の交流の場にもなる。

【キャノピーとベンチ】
■ 池と遊具の間にキャノピーとベンチを設置。
→ 遊ぶこども達を日陰で見守ることができる。

■ 木影のあるエノキテラス、砂場を設置。
→ テラスからは池や砂場、クロマツコーナー
 　で遊ぶこどもを見守りやすい。
→ 独立した砂場では乳幼児が安心して遊べる。

■ 緩勾配の築山を整備。
　 築山には適度な木影を計画。
→ 寝転びながら読書をしたり
　 くつろぐことができる。

■ 集いの縁側とクロマツコーナー
　 の間に小道を整備。
→ ゾーンGの活用を南北に緩やかに
　 分けることができる。

P I T
■図書館外部にブックテラスを整備。
→公園と図書館の一体利用ができる。

【植え込みベンチ】
■ 公園から南側車道側への眺望に配慮し、樹木の下部に低い
　 植え込みベンチを設置。
→ 公園から見た際に車の気配を和らげ、散歩やランニング等
　 の休憩場としても活用できる。

主動線

新境川対岸からの動線

駅からの動線

南側からの動線

(メンテナンス動線)

(メンテナンス動線)

東側からの動線

南西側
からの動線

学びの森からのアプローチ

北からの
動線 北からの動線

(メンテナンス動線)

居場所のきっかけのデザイン(パタン整理)

植え込みベンチ

木かげ縁台

ラインベンチ

マウンド

小道

四阿あり
四阿なし

狭い(ベンチ)
広い(ステージ・テラス)

収束
拡散
収束拡散

安全に歩く
寝転がる
座る
登る・滑る

×
寝ベンチ
背あり
背なし

音や賑わいを魅せる

南東側からの動線

P I T
■ ピット内に桜を整備し(老木は植え替え幼
 　木は活かす)、植え込みベンチを設置。
→ 桜ストリートと公園をシームレスにつな
　 ぎ、街の景色をつくり出す。

植え込みの大きさは木の成長を
十分に考慮したものとする。

ゾーンA

ゾ
ー
ン
E

ゾーンB

ゾーンC

ゾーンD

ゾーンG

桜
は
老
木
伐
採
・
幼
木
植
栽
に
よ
り
再
度
配
置
計
画

ゾーンF

ゾーンH
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モニュメント(既設)

モニュメント(既設)

園名台(既設)

モニュメント(既設)

時計台(既設)

案内板(既設)

制御盤

時計台(既設)

掲揚柱

モニュメント(既設)

パーゴラ(既設)

コブシ(花が咲く)

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜

桜
桜

ゾーンE

ゾーンE

ゾーンF

ゾーンG

ゾーンH

ゾーンA

ゾーンB

ゾーンC
ゾーンD

コンクリート平板ブロック

タイル舗装

タイル舗装(既設利用)

コンクリート舗装

透水性インターロッキング舗装

緑地(芝等)

路盤面仕上げ凡例

岐阜大学時代の植物園からの移植樹

公園整備後の新設樹もしくは移植樹

居場所のきっかけとする樹木

伐採する主な樹木(※全てではない)

岐阜大学時代の園内からの移植樹

岐阜大学時代からの既存樹

樹木凡例

植樹する主な樹木(※全てではない)

客席階段：
(基壇)コンクリート
(仕上)タイル

植栽枡

園路沿いベンチ：
(基壇)コンクリート
(仕上)ウッドデッキ

遊具C×2

遊具E×4

遊具D

砂場
遊具B

眺め山
(盛土マウント)

遊具A

噴水ベンチ
(外周タイル部補修)エノキのテラス

(木影縁台)

ブックテラス

卓球台等の
ストリートファーニチャー
※ニーズに合わせて要検討

(既設・新設健康器具)

トイレ＋水場

電気室
(既設)

管理施設
(管理人室・更衣室・売店等)
※設置の要否・位置は要検討

植栽枡ベンチ
(プレイコート側の擁壁は既設利用・外側は新設)

ポンプ室(既設)

エノキ

エノキ
エノキ

エノキ

クロマツ

クロマツ クロマツ クロマツ

クロマツ

クロマツ

クロマツ

クロマツ

キンモクセイ

キンモクセイ

メタセコイアのリビングテラス
(木影縁台)

つながりのキャノピー

噴水(既設)

収束・背あり

収束拡散・背なし

木立の中の健康増進スペース

収束・背あり

収束拡散
背あり

収束拡散・背あり

キンモクセイの木かげ
(こどもの遊び場にもなる)

シンボルツリー

車両寄り付きスペース
クロマツコーナー

拡散・寝ベンチ

収束・背あり

デッキ

じゃぶじゃぶ池

トイレ(新設)

寝ころび山
(盛土マウント)

シンボルツリー

桜の小ステージ(木影縁台)

収束拡散・背なし
収束拡散・背なし

3000

最小幅員

(桜の小広場ピット)

桜の植え込みベンチ

庇

キャノピー

ステージ

駐輪場

駐輪場

600
0

最大
幅員

低い植え込みベンチ

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

メタセコイアメタセコイア

メタセコイア

メタセコイア

様々なスポーツに
対応できる床仕上

5章　基本計画図（S=1/1000）
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（４）ソフト整備 
 

 
ハード整備「つくる（＝デザイン）」に対して、ソフト計画では「つかう」「育てる」「伝え
る」の３つのキーワードを軸として、活動を推進する。ハードとソフトは、互いに補完し相乗
効果をもたらすため、ハードとソフトを同時に考えることによって、公園の質が向上する。 
 

◼ソフト計画のための３つのキーワード 
「つかう」：ひとりひとりのやりたいに寄り添い、公園のニーズや使い⽅を発⾒していく。 
      既にある条例やルールを使い⽅に合わせてアップデートしていく。 
      市⺠が⾏政とともに主体的に市⺠公園を守っていく。 
「育てる」：市⺠公園コミュニティを育む。 

公園を使いこなす⼈、公園に精通したコンシェルジュ、維持管理の担い⼿など 
⼈材を発掘・育成する。 

「伝える」：リアルタイムな情報を発信（計画段階から状況を発信し、関⼼を促す） 
      多様な⼈に届く、様々な情報を発信する。 
      公園そのものがもつ様々な魅⼒を発信する。 
 
■ソフト計画の進め⽅ 
計画段階から多様な⼈を巻き込み、整備後も持続可能な公園として⺠間の意⾒も取り⼊れなが
ら使い⽅やルールをアップデートできるしくみが必要である。 
そのために、基本計画の時点で、市⺠を中⼼とした公園を使いこなすコニュニティ（＝パーク
リノベミーティング※以降 PRM）を創出し、市⺠公園でやりたいことをベースに未来の市⺠公
園について話し合いながら、実際に公園の利⽤を⾼める機運を醸成していく。 
運⽤段階では、⺠間主導の「つかう」チームを組織化し、PRM と協同し公園をアップデートし
ていくことが想定される。PRM は、市⺠を中⼼とした公園を使いこなすコミュニティであるが
故に、持続した活動を⾏うためのサポートが必要となる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・歴史や時間をつなぐ〜利⽤者とともに公園をアップデートできるしくみをつくる 
・⼈（アクティビティ）をつなぐ〜公園に多様な活動を受け⼊れるためのしくみをつくる 



 

  

 
 
 
 
 

 
  



 

  

（５）市⺠アンケート 
実施期間  令和元年 11 ⽉〜12 ⽉上旬 
質問内容  市⺠公園の利⽤の有無、利⽤頻度 

中央図書館の利⽤の有無、利⽤頻度  
市⺠公園を誰と⼀緒に利⽤しているか、どんなことで利⽤しているか 
市⺠公園内でよく使う場所、お気に⼊りスポット 
市⺠公園に対する評価 
市⺠公園が愛されている施設と思うか 
市⺠公園の良いところ、残念なところ 

回答者数   810⼈ 
回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

■回答者属性ごとの施設利⽤と市⺠意識のまとめ 
回答者の属性ごとの分析から、概ね３つ（下図 3⾊）の施設利⽤及び市⺠意識を把握した。 
また、リニューアルする上で考慮すべきこととして下記の 1 から 4が得られた。 
①誰もが使いやすいトイレに改修 
②親⼦のための遊べる場所・飲⾷物を買える場所の充実 
③学⽣のための友達と過ごせる場所（図書館周り）の充実 
④ミドル世代以上のための⼀⼈でも過ごせる休憩場所（園路沿い）の充実 

 
 

 
 

 

 

  

職業 回答数 回答率
⾃営業 23⼈ 3%
会社員、公務員、団体職員 231⼈ 29%
パート、アルバイト、派遣 93⼈ 11%
専業主婦、専業主夫 181⼈ 22%
学⽣（中学⽣、⾼校⽣、⼤学⽣） 96⼈ 12%
⼩学⽣ 75⼈ 9%
無職 83⼈ 10%
その他 7⼈ 1%
未回答 21⼈ 3%
合計 810⼈ 100%
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居住エリア 回答数 回答率
那加 326⼈ 40%
蘇原 131⼈ 16%
鵜沼 158⼈ 20%
稲⽻ 35⼈ 4%
川島 14⼈ 2%
市外 94⼈ 12%
未選択 52⼈ 6%
合計 810⼈ 100%



 

  

■ゾーンごとの施設利⽤と市⺠意識のまとめ 
ゾーンごとの分析から、以下の施設利⽤及び市⺠意識の現況を把握した。 
また、リニューアルする上で考慮すべきこととして下記の 1 から 3が得られた。 
①芝⽣広場は市⺠公園の⾻格である 
②公園と図書館の⼀体的な利⽤をめざす 
③低利⽤・無意識ゾーンの役割の⾒直し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  



 

  

（６）市⺠ワークショップ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
アンケートと PRM により得られた市⺠公園でやりたいことについて、ひとつひとつのアイデ
アを⾏為の組み合わせに変換したところ、⾏為と⾏為に様々なつながりが⾒られた。また、パ
ークリノベミーティングにおいて「今はなぜできないか」と聞いた所、「それぞれの場所が独
⽴しているから」「やりたいと思える空間になっていないから」といった意⾒が多数聞かれた。
このことから、現状は複合的な使い⽅が成⽴されにくい空間である可能性が⾼いといえる。 
リニューアルする上では、⾏為と⾏為をつなぐきっかけをつくることを考慮すべきである。 

  

2019.12.14(⼟) 
10:30-12-30 参加者 49 ⼈ 
13:30-16:00 参加者 25 ⼈ 

 
 

2019.12.18(⽔) 
19:00-21:00 参加者 22 ⼈ 

 
 2020.01.08(⽔) 

19:00-21:00 参加者 13 ⼈ 
 
 2020.01.22(⽔) 

19:00-21:00 参加者 14 ⼈ 
 
 

2020.02.01(⼟) 
13:30-16:00 参加者 20 ⼈ 

 
 

2020.03.01(⽇) 
10:00-15:00 参加者 14 ⼈

(予定) 
※社会情勢を鑑⾒送り 

 
 



 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


